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中 井 小 学 校中 井 小 学 校

m e s  s a g e

巨 瀬 小 学 校 ・ 中 井 小 学 校  ・ 玉 川 小 学 校 閉 校

　中井小学校は、明治６年に前身となる平渓小学校（本校）と、津々・柴倉分校の創立に始まりました。
その後、統合や改称を経て、現在の「中井小学校」となりました。
　「ふるさとを愛し、夢に向かってたくましく生きる児童の育成」を教育目標に掲げ、中井町出身の偉人「山
田方谷」についての学習を各学年で実施し、高梁市のみならず新見市の記念館などのゆかりの地を巡り、
理解を深める取り組みを行ってきました。
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　学習発表会などの行事を成功させるために頑張ったこと
が思い出です。人数が少ない中で、役割が多く大変なこと
もありましたが、地域の人が喜んでくれて嬉しかったです。
　小学校は無くなりますが、これからも地域の皆さんには私
たちの成長を見守っていただきたいです。
　いつまでもお元気でいてください。これからもよろしくお
願いします！

中村 友香さん
(令和８年３月31日卒業)

なかむら　　ゆうか

　昭和34年から平成３年までの32年間、給食調理員として
柴倉分校と本校に勤務しました。子どもたちや先生方が給
食をいつも楽しみにしてくれており、私にとっても本当に充
実した時間でした。
　長年勤めてきた学校がなくなると聞き、とても寂しい気持
ちになりました。これまでに巣立っていった子どもたちは、
私にとってみんな我が子のように愛おしい存在です。これか
らもそれぞれの場所で頑張ってほしいと願っています。

宮脇 キミ子さん
(中井町西方)

みやわき　　　　　 こ

へいけいへいけい

巨 瀬 小 学 校巨 瀬 小 学 校
　巨瀬小学校は、明治６年に前身となる三渓校の創立に始まり、統合や改称を経て、現在の「巨瀬小学校」
となりました。
　「強い心　やさしい心で　学び合う子」を教育目標に掲げ、伝統の祇園踊りや田植え、高齢者の皆
様との交流を通じ、地域の歴史や人の温もりに触れながら、ふるさとを誇りに思う豊かな郷土愛を育
んできました。
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　漢検に合格するために、ドリルパークや自学を頑張りまし
た。対義語や類義語を覚えることが大変でしたが、日々継
続して取り組んだことが力になりました。
　地域の皆さん、暑い日でも寒い日でもいつも毎朝、私た
ちを見守ってくださりありがとうございました。中学生になっ
てもお会いできたら嬉しいです。これからもよろしくお願い
します！

綱島 爽泰さん
(令和８年３月31日卒業)

つなしま　　そうた

　毎日の見守り活動や子どもと地域住民の交流の場である
もくもくDAY、シャルム農園など色々な取り組みを一緒に
行ってきました。私たちは、子どもたちからいつも元気の源
をもらっていました。その核となる学校が無くなることはと
ても残念ですが、これからも、地域の宝である子どもたちの
成長に寄り添う形を模索しながら、地域として応援していき
たいと思います。

野口 史郎さん
(巨瀬町)
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